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議事録

林名大ヨット部長から資料の説明（当日配布資料、資料１－６まで）

・ これまでの経緯の確認（資料５参照）

・ 今後のタイムスケジュールの確認（前回９／２８日の議事録に収載）

・１０月１日の愛知県土木課との折衝について（資料３参照）

（レスキュー係泊料について）

⇒県はレスキュー艇係泊料については軽減に応じられないとの返答

艇の野積み、水使用料について

⇒艇庫から持ってきたヨットをハーバー敷地内での艤装することは問題ない。水使用料

も施設内の水を使わなければ徴収しない。

（借地横の水路の使用した出着艇について）

⇒満潮時に水位が高くなり、橋桁下の航行は困難

・ ヨット移転用地の艇庫、インフラ、費用の比較（現鬼崎、新鬼崎、蒲郡の三候補地間の

比較）（資料４参照）

⇒蒲郡の場合、インフラの整備の費用、救助艇係泊料、野積代が余分な費用としてかか

る。

蒲郡新艇庫の建設予定案（仮）について名大ＯＢ藪谷から（資料６参照）



・ 建設予定地の場所について三案提示

⇒北東端、南東寄り、南東端

⇒蒲郡は北東端を希望

・ 景観に配慮するということで、最低でも屋根、艇庫に色をつける必要

・ 鉄骨での建設が予算的にリーズナブル

・ 艇庫を土地の外周に建設し、中庭に向けて出入り口を作り、中庭での艤装が望ましいの

ではとの意見

蒲郡移転に対するメリットについて

・ 蒲郡で現在すべての学生レースがあり、遠征費用、蒲郡での部員の宿泊費用が軽減（名

大の場合、概算で５００，０００円/年）

・ 海陽ヨットハーバーでのレース運営に対する報酬が見込める。（海陽で年１０レース程

度あり、そのときに各大学のレース艇を４艇貸し出す。一艇あたりの報酬が２万円とす

ると、１０×４×２万円＝８０万円が学連に支払われる。）

・ 実業団との合同練習による大学ヨットの活性化と技術の向上

現時点での各大学の移転の意志

・名大…移転希望。土地使用料は払えるが、ハーバー使用料は学生負担になるかもしれな

い。それ以外は常滑と同形式。

・名城大…大学は移転を希望している。賃料等についてはこれから当局と詰めていく。

・愛知学院大…移転を希望。ハーバー使用料が問題になる。

・南山大…移転を希望。係留料が予想外だった。大学の援助が必要になる。インフラ関連

の予算次第では借用面積を小さくするかもしれない。

・愛工大…蒲郡へは移転するが、艇庫は建てず、ハーバー内野積み方式をとる。

・愛教大…艇庫を建てたいが、予算が厳しい。他大学の様子をみる。

・名工大…学生は移転希望。大学として機関決定するためのコンセンサスを得るために動いてい

る．学生部は移転の方向で。野積み料の問題が困る。

・名古屋学院大…確実に移転する。今後のスケジュールの説明をして欲しい。

・意見交換。

・艇庫までの土地は舗装されないのか？

→する予定はないが、この先何十年といるのだから要求していくのがよい。

・複数の大学で、いくらか大きな土地を一括で借りるような契約をするのか？

→学連として借りる方向での調整をしていく。移転後の管理、運営については別途考え

る必要がある。

→どこかがもし廃部になったときにその賃料を学連が払うことにならないように契約は

慎重に。


